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和歌山市立和歌浦小学校

集団規律の大切さ

学校長 南方 良文

朝夕の冷え込みが増してきて，すっかり秋の気配を感じるようになりました。

気候的にも過ごしやすく，学習や読書，スポーツに集中できる季節です。また、先月２７

日の運動会では、閉会式の子どもたちの笑顔を見て、「運動会を頑張ったぞ。」という気持ち

がとても伝わってきました。うれしい気持ちになりました。さらに、運動会開催にあたり、

保護者・育友会役員・地域の皆様方にはいろいろとご協力を頂き、本当にありがとうござい

ました。

さて、学校は、集団の中で個人を育てる場です。学校では、「みんなが集まる時は、静かに

待つ」「授業中は、勝手にしゃべらない」「廊下や階段は、走らないで右側を歩く」「学校の行

き帰りは、交通ルールを守り道の端を歩く」等々、集団の規律に関することをくり返して指

導しています。それは、子ども達がこれから通っていかなければならない道筋である他の人

との関わりや自分が所属していく大きな組織の中で上手に生活したり、勉強したり、仕事を

したりしていくための大事な勉強だと考えます。そこには、『他の人に迷惑をかけない』『大

勢で一緒に生活するためのルールやマナーを学ぶ』『自分の安全を守ること』等の中身が含ま

れていると思います。家族は一番小さい構成の集団です。家族のみんなが、一緒に生活して

います。そこでは、家族内の規律（ルール）が、必ず必要になってきます。みんなが勝手な

ことをしていては、家族はバラバラになってしまいます。

かなり前から、日本は個人中心の社会に変わってきました。好き勝手が、個性と間違われ

たりもしました。昔から大事にされてきた近所や地域のつきあいや繋がりも「煩わしい」「面

倒」という意識が強くなり、薄れています。集団の規律を守るということは、何か自由を束

縛されて窮屈に感じることがあるかもしれません。やりたいことができない、好きなことが

できないこともあるかもしれません。しかし、他の人や大勢の人も一緒に生活していること

を考えれば、自分のしたいことだけを通すわけにはいかないのです。みんなでルールを守る

ということは、その中にいる自分も守られているということになります。緊急時の避難訓練

では特にこのことが本当に大切なのです。学校全員の命や安全を守ることが、一人ひとりの

命を守ることになります。一人ひとりは、みんなの中でみんなと関わりながら自分の力を伸

ばしていっています。

子ども達は、やがて社会に出て行きます。幼稚園（保育園）、小学校、中学校・・・という

段々と大きな集団の中で自分を確立していきます。

和歌浦だより



【１０月の行事予定】 【運動会】９／２７（土）

日 曜 行 事 予 定 ９月２７日（土）には、予定通りに平成２６年度運動
会が盛大に挙行されました。この日は雲一つない日本晴

8 水 クラブ れに恵まれ、子ども達は日頃の練習の成果をおもいっき
り出し切り、心に残る運動会になりました。

9 木 就学時健康診断 １３：３０～

10 金 ６年観劇（市民会館 弁当持参）

14 火 明和ブロック特別支援交流会

15 水 遠足（６年生以外）雨天決行

16 木 ２年研究授業 水曜日の時間割

18 土 陸上競技大会（紀三井寺競技場） １年生の玉入れ ２年生の大玉転がし
かごに入るかな？ 前が見えないよ。

21 火 授業参観・懇談会 学校保健安全委員会

22 水 第１回教科等別研修会

23 木 加太合宿 第１日目 よみきかせ

24 金 加太合宿 第２日目

27 月 避難訓練（地震・津波）

29 水 ３年研究授業 ３・４年生のダンス
バンダナ姿がかっこいい。 ５・６年生の組体操

30 木 よみきかせ 拍手喝采でした。
【敬老会】９／１５（月）

31 金 大掃除
９月１５日に和歌浦「敬老会」が行われました。

【見守り隊の皆様へ】 今年も小学校を代表して、３年生が演技を発表してく
いつも児童の安全を見守っていただき、ありがとう れました。運動会の練習と並行しながら 何回も練習し

ございます。 てとても 大きな声で表現できるようになっていました。
・ ８日（水）５・６年生以外１３時２０分頃下校 当日は尾花和歌山市長も見えられ、３年生の歌や詩の
・１５日（水）遠足のため、15：00 ～ 16：00 頃下校 朗読、リコーダーの演
・１６日（木）２年２組以外は１３時２０分頃下校 奏、ダンスに大きな拍
・２２日（水）全学年１３時頃下校 手を送ってくださって
・２９日（水）３年２組以外１３時２０分頃下校 いました。お年寄りの

よろしくお願いいたします。 みなさんも、３年生の
がんばっている姿に感

【稚魚の放流体験】９／１０（水） 動してくれていました。
和歌山市農林水産課が主催している「中間育成魚の

放流事業」で本校５年生の児童が、和歌浦漁業さんの
協力を得て鯛の稚魚を片男波海水浴場で放流しました。

一人一人のバケツに６センチほどの鯛の稚魚を入れ
てもらい、膝まで海につ
かってやさしく放してあ
げていました。どの子か
らも「かわいい。」とい
う歓声があがっていまし
た。５年生の社会科では
「育てる漁業」の勉強も
あり、よい体験をしまし
た。

【大掃除】９／３０（火）

和歌浦小学校では、月末は通常の掃除時間を１０分間延長して
日頃できないところもきれいにする“大掃除”を行っています。
９月３０日は運動会が行われた直後ということで、汚れていると
ころも多かったのですが、子ども達は協力して大掃除をがんばっ
てくれました。


